
ポーランド AGH 科学技術大学 交換留学 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
《一週間のスケジュール》 
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火曜日は全休。空いてそうということで街中に行くときはこの全休を利用し、その代わり 
土日に勉強したりしていました。 

•費用：航空券、5ヶ月の生活費：80〜100万円 
•レート：1ズウォティ=33〜34円 

お
金 

  
 

 

留学先 ポーランド、クラクフ 
    AGH 科学技術大学 
     

期間 2013 年 10 月〜2014 年 2 月 

AGH 科学技術大学(交換留学) 
経済学部経済学科４年 松山鈴菜  
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2013年 4月中旬：内定が出る。 

4月下旬：留学を決意 

5月初旬：各種手続きを開始 

6月：マレーシア渡航（後述） 

8 月：エストニアで英語研修（3 週

間） 

航空券確保や保険加入等 

9 月：渡航。寮の部屋の詳細も判明

しないまま飛び立つ。 

2014年 2月：卒論発表会 

3月：卒業、TOEIC受験（760点→900 点） 
 

 

■はじめに 

【概要】 

 学部 4年の後期、ポーランドのクラクフにある AGH科学技術大学に交換留学してきまし

た。私の留学について特筆すべきところは、まず行き先がポーランドという北大生の留学

先としては前例の少ない国だったこと、それに、内定獲得後の学部 4年 4月に 4年後期の

留学を決めるというタイトなスケジュールだったことです。ですので、その 2点に注意し

てお読みいただければ幸いです。 

 

【留学の動機】 

 昔から外の世界への好奇心というのが強く、海外に興味がありました。自分が普段過ご

しているのと全然違う世界が世の中にたくさん存在しているというのは不思議な感じがし

ます。単に旅行して観光地を巡るのではなく、短期間でもいいから現地で「生活」して、

日本と違う世界を体験してみたいと思っていました。もう一つ、内定が出たあと、卒業ま

での時間を有効活用したいという思いも強くありました。内定が出たからと油断せず、自

分の成長の機会を追い求めようと考えました。 

 

【目次】 

1. ポーランド及びクラクフについて 

2. 留学前 

3. 留学生活 
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4. 授業 

5. 留学を終えて 

6. 留学アンケート 

 

 

１. ポーランド及びクラクフについて 

【ポーランド概要 】 

 ポーランドはヨーロッパの中央に位置する平原の国。民族・言語的にはスラヴ系です。

しかし宗教はスラヴ系に多い正教ではなくカトリック。第 264 代ローマ教皇ヨハネ・パウ

ロ二世の出身国としても有名です。マリア信仰が盛んで、教会がいたるところにあるのは

もちろん、ふと見ると路上にマリア像があったりもします。 

 大体の位置は、ドイツの東、ロシアの西と言えばイメージしていただけるでしょうか。 

（実はロシアとポーランドの間には旧ソ連のウクライナとベラルーシがあるのですが、ソ

連＝ロシアのイメージで行くと、ポーランドはロシアの西隣という印象になります。） 

図 1: ヨハネ・パウロ二世の似顔絵がストリート・アートにも。いつも何かお供えがありました。 
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【クラクフ】 

 17 世紀初めのワルシャワ遷都までポーランド王国の首都だった歴史ある街です。旧市街

には古い街並みが残り、観光スポットととしても有名。首都のワルシャワはポーランドの

ほぼ中央ですが、クラクフは南部。人口は約 75万で、大都市ではありません。しかし大き

なモールはありますし、スーパーも多く、とても住みやすい街です。ポーランド人を含め

たヨーロッパの人たちからは、高層ビルがないという点も評価ポイントが高いようでした。 

 

2. 留学前 

【留学を決めるまで】 

 4年生の 4月半ばに内定が出て、4月末に後期からの留学を決めました。就活中は、夏休

みや春休みに短期で海外に行ければ、くらいにしか考えていませんでした。しかし今から

でも交換留学のチャンスがあると指導教官に背中を押していただき、留学を決意しました。

ほとんどの大学は募集を締め切っていたので選択肢は多くありませんでしたが、頑張って

行き先を探しました。もともと東ヨーロッパに興味があったので、数少ない行き先候補に

ポーランドがあったのは幸運でした。 

 

【留学前手続き 】 

 申請が時間がギリギリだったこともあり、色々な書類を遅れて提出しました。辛抱強く

対応してくださった国際本部の河野さんには本当に感謝しています。手続きは煩雑な割に

対応が適当で、AGH科学技術側に色々書類やメールを送っていたりはしたのですが、担当者

が夏季休暇等で待たされ、更に書類が一時期放置されていたりしました。その結果入学許

可書の到着が遅れ、VISA の申請が間に合いませんでした。もっと積極的に電話攻撃を掛け

るべきでした（今は Skypeで安く国際電話を掛けられます）。 

 事前の準備は本当に大変で、何度も挫けそうになりました。しかしその度に先生が背中

を押して下さり、なんとか乗り越えることができました。完全な利己心から出発した留学

ですが、段々と応援してくださっている方々の期待に応えるために、などということを考

え出すようになりました。 

 

【マレーシア旅行】 

 北大への申請時に、第二希望をフィリピンのデラサール大学で出したので、フィリピン

に行くなら途上国経験がある方がいいという先生のご助言により、単身マレーシアへ。学

祭期間の休講を利用して 6 日ほどの滞在でした。苦労も多い旅でしたが、充実感がありま

した。結局留学先国はポーランドになりましたが、海外経験を積めたといういう意味でい

い旅行でした。 
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【6月～7月】 

 英語の勉強と卒論。前期中に卒論も終わらせると先生と約束していましたが、結局、留

学中も書いていました。 

 

【エストニアでの英語研修】 

 夏休みに 3 週間、エストニアでの英語研修プログラムに参加しました。留学先（ポーラ

ンド）で英語の通常授業を受ける前に、英語での英語授業を受けることができたのでよか

ったと思います。本当はこの海外研修とポーランド留学の間をもう少し空けられれば、そ

の間の勉強時間が多く取れてよかったと思いました。 

 

【保険・飛行機 】 

 保険は7万ちょっと、飛行機はFinnairのヘルシンキ経由ワルシャワ行きで往復13万6010

円でした。行きの乗り換えが中部空港（名古屋）でしかもそこで一泊、大学はクラクフに

あるためワルシャワからは陸路というあまり快適でないルートでしたが安さを優先。往路

は変更不可だけど復路は変更可というチケットでした。 

 

3. 留学生活 

【到着後の手続き】 

 滞在許可の申請が結構大変でした。時間も掛かるし必要書類も複雑。書類は全てポーラ

ンド語で書かれていなければならないので、保険証書と残高証明は翻訳業者に頼みました。

ちなみに翻訳代金は合計 200zl（当時のレートで 7000 円弱）ほどでした。外国人局の窓口

は、若い人は英語が出来るようでその人たちに対応してもらっていました。一昔前ならポ

ーランド語を話せる人の付き添いがなければ難しかったと思います。 

 ですので絶対渡航前に VISAを取っておくことをおすすめします！私はあれはあれで大変

ながらいい経験になったと思う面もあるのですが、いかんせん周囲の方々に掛けてしまっ

た迷惑が大きかったと反省しております。 

 

【サポート体制 】 

 全体的に大学側のシステムは色々適当な印象を受けました。イタリア人（ルームメイト

の Valentina）も呆れるほど。しかしいい人達ばかりなので、沢山助けてもらいました。特

に困ったらメンターの Emiliaか Supervisorの Dr. Kata、留学生課の Luizaさんに相談し

て乗り切りました。 

 

【寮】  
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 AGHでは希望すれば大抵寮に入れるようでした。ほとんどは二人部屋。私のいた ITAKAと

いう寮は比較的新しく、寮の中では「アタリ」だとの話でした。以下寮や部屋についての

詳細を。あくまで私のいた寮の話ですが、参考に。 

• お風呂・トイレ：ユニットバスですが、シャワーブースが簡単な扉で区切られてい

たので快適。お湯もしっかり出ます。 

• 家具：二段ベッドとと机が一人一つ、備え付けの収納もありました。冷蔵庫も小さ

いですが一部屋一つ。 

• 共用設備：キッチンと洗濯機は他の寮生と共用。 

• ネット：無料のネット付き。ただし転送量制限があり、それを超えると速度制限が

かかります。最初それ知らずに容量をオーバーしてしまい、その後の 1 ヶ月間若干

つらい思いをしました。 

• 寮費：月 360zl。水道光熱費、ネット込み。入寮時と退寮時は日割りで計算。 

• ルームメイト：可能な限り同国出身者で固めていたようですが、私の相手はイタリ

ア人でした。また他の寮では留学生とポーランド人学生が一緒の部屋になったとい

う話も聞きました。 

• ルームメイト以外の寮生：寮自体は留学生・ポーランド人学生混合でした。キッチ

ンや洗濯コーナーはポーランド人学生とも共用ですが、レベルの高い大学なだけあ

って学生には大抵英語が通じました。 

• 管理・セキュリティ：管理人は 24時間常駐でしたが管理人さんたちは英語が話せま

せん。カタコトのポーランド語や Google翻訳に書けた文章を書いてみせたり、その

辺を通りがかったポーランド人学生を捕まえて通訳してもらったりと、苦労して意

思疎通を図りました。 

• 立地：キャンパスの端の方。キャンパスが巨大（おそらく北大以上）なので、授業

のある建物によっては徒歩で 30分程掛かることも。雨の日なんかはバスを使うこと

もありました。 

 

【生活準備】 

 IKEA（バスで 20 分）と大型モールでお買い物。北海道出身の私にとっては人生初 IKEA

でした。ニトリよりもおしゃれ。 

 

【普段の買い物】 

 買い物場所：スーパーは至る所にあり、買い物には困りません。また日本のコンビニほ

ど多くはありませんが、24 時間の小さいスーパーも少しだけあります。私の寮の徒歩圏内

だと、歩いて 15分くらいのところに 1件のみ。 

• 物価：野菜・果物が安い。お菓子類は高い。日用雑貨も安い。 
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• 日本食材：結構小さいスーパーでも醤油は売っていたり、駅前の大きいところでは

お蕎麦やうどんも見ました。 

 

【交通 】 

 クラクフ市内はバス・トラムが充実しています。運賃は安め。最後にも載せたのですが、

jakdojade.pl というサイトで乗換検索ができます！絶対必須。またクラクフを離れて地方

に行くなら長距離バスが充実していて便利です。ある程度大きな街なら鉄道でもいけます

が、小さな街だとバスでなければ行けなかったりします。日本のように国土全体に鉄道網

が張り巡らされているという感じではありません。 

 ポーランドの交通で一番気に入ったのは、タクシーが安いところ。札幌の半分くらいで

しょうか。しかも市内で流しを捕まえてもほぼメーター付きで、しかも運転手さんは親切

な人が多い印象でした。 

 

【遊び】 

◦ 観光・旅行…クラクフは観光が盛ん。古い町並みや教会の建築を楽しめます。

近郊のアウシュビッツ=ビルケナウも必見。 

◦ 美術館…私は西洋美術が好きなので、ヨーロッパに来て美術館を見ずには帰れ

ません。クラクフは文化の都といった趣があり、美術館のレベルはワルシャワ

に引けを取りません。個人的には、中央広場の織物会館 2 階にある美術館が好

きでした。アカデミズム絵画と象徴主義絵画のコレクションを楽しみました。 
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◦ ライヴ…音楽が好きなのでライブには何回か行きました。欧米の有名バンドが

日本よりも来ます。そこまで有名じゃないけど一部では有名、というバンドも

結構来るのは流石。欧米なので相当モッシュ等激しいのではと心配しましたが、

そこまででもありませんでした。クラクフのお客さんは大人しめかもしれませ

ん。 

◦ ナイトスポット…クラクフは都会ですのでバーなりクラブなり夜遊びする場所

は沢山あります。私はあまり行きませんでしたが、安いクラブが沢山あるので

踊りたい人は Go。入り口では（荷物があれば）クローク代を払うくらいで、あ

図 2:ポーランドで一番気に入った絵画。通常ギリシア・ローマ風の衣装で描かれることの多い
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とは飲みたかったら何かカウンターで頼みます。ですのであまり沢山煽らなけ

れば安く楽しめます。 

4. 授業について 

 ポーランド語の授業以外は全て英語。留学生と、英語授業に興味のあるポーランド人学

生の混合。 

 

【授業登録 】 

 専用サイトで行います。しかし留学生仲間によると、そのサイトではなく学部のサイト

ではもっと沢山の授業を探せたという話も…。至る所で適当です。もっと足を使って探す

べきだったと反省しています。 

 

【Introduction to Java Programing】 

 Java の入門。プログラミング未経験だったので難しく感じました。授業時間外にも沢山

勉強して、なんとか単位を取れたという感じです。この授業は、内定先が IT企業で、SEに

なることが決まっていたので取りました。 

 

授業の形式：最初に先生の説明を聞いて、それから小課題をこなしたり自分のプログラム

を作ったり。 

評価…小テスト、プログラム作成 

 

【Global Society and International Institutions】 

• 授業の形式…事前に課題図書を読んで、毎回 1 グループが発表、その後ディスカッ

ション 

• 評価…授業参加、プレゼン、期末レポート 

• 雑感…今回履修した授業の中で一番難しい物でした！一番厳しかった分一番、ため

になったように思われます。社会学系の難しい議論をどう解釈するのか、最初はよ

くわからないままでしたが、段々と、少しだけ論点のようなものが見えるようにな

ってきました。 

 

【Sociology and Politics of the Internet】 

• 授業の形式…事前に課題図書を読んで、毎回 1 グループが発表、その後ディスカッ

ション 

• 評価…授業参加、プレゼン or 期末レポート（どちらかで OK） 

• 雑感…Global Society and International Institutions と同じ先生で、内容も似

た感じでした。しかし課題図書の内容が、明らかに前者より簡単。評価もプレゼン
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かレポートどちらかでよく、明らかにこちらの授業のほうが簡単でした。ディスカ

ッションの中で各国のインターネット事情を聞く機会があったりと面白い授業でし

た。 

 

【Polish Language】 

• 概要…ポーランド語の入門。会話中心。先生が喋るのを真似て繰り返したりなど。

文法も、動詞の活用や形容詞の変化など少しやりました。変化が多くて覚えるのが

大変！ほぼ毎回宿題が出ました（プリント 1枚程度）。 

• 評価…出席・宿題・期末テスト（オーラルと筆記の両方）。オーラルのテストでは、

先生と会話しつつ、習ったことをしっかり覚えているか確認されました。 

• その他所感…同じクラスにクロアチア人の Nicolinaという女の子がいて、他の学生

よりずば抜けて上手でした。クロアチア語はポーランド語やロシア語と同じスラブ

語族なのです。日本語は似ている言語がないので、こんなに似ている言語があるの

だということが不思議に感じました。知識としてはもちろん知っていましたが、目

の前で展開されるとより不思議な印象が強いです。 

 

【他の学生たち】 

 留学生は Erasmusの学生がほとんど。スペイン人がとにかく多いです。次いでトルコ人。

その他ヨーロッパのあちこちから来ていました。他に南米からとアフリカからの学生も若

干数。 

 海外留学するくらいだからさぞかし優秀な学生が集まっていて刺激になるだろうという

期待を持っていたのですが、一般化できないように思えます。ヨーロッパ内だと簡単に留

学できる分、くつろいだ学生も多いようです。そのため、あまり彼らに釣られて油断しな

いようにした方がいいのではないかと思ったくらいです。授業のプレゼンなんかだと、逆

に留学生よりポーランド人学生の方がレベルの高いものを作っていることもありました。

英語授業に来ているポーランド人学生は、わざわざ英語授業を取ろうというだけあって真

面目な人が多かったと思います。 

 ただ活発な学生が周囲に多いと良いこともありまして、常に色々なイベントが催されて

いるので思い立ったとき気軽に参加できるというのは助かりました。 

 そしてヨーロッパ出身の留学生になぜポーランドに来たかと問うと口を揃えて「安いか

ら」。確かに西欧・北欧の基準からしたら安いと思います。私の場合は航空券代で 10万以

上掛かりましたが、欧州内だと安いチケットで 1 万円前後からです。もしかしたら、こう

いった留学に対する考え方の違いというのが一番のカルチャーショックだったかもしれま

せん。 
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5. 留学を終えて 

【4年後期に留学することについて】 

 個人的に内定獲得後の留学で良かったと思う点は、資金面での安心感があったことです。

それまで留学は、資金面で躊躇するところがありましたが、内定後だということで安心し

て借金ができました。その点で言えば、「留学のため頑張って働く」、もしくは「留学後

はきちんと稼げる人材になって帰ってくるから大丈夫と意気込んで借金」し、就活前に留

学するのが理想的なのかもしれませんが、私にはどちらも出来ませんでした。 

 しかしどうせ就活後に留学するなら就活中から考えて準備しておけば留学先の選択肢も

多いですし、念入りに準備ができたと後悔しています。卒論の執筆にも余裕を持てたかも

しれません。ひどいもので私は留学中も卒論を書いていて、それも留学前に調べたことの

まとめが中心で、留学先での取材はできませんでした。  

 最後に注意すべきは、内定先の意向でしょうか。会社によっては内定期間から研修を多

数こなさせるところもあると思います。私の会社は、内定期間の研修自体は数度あるもの

の、留学なら欠席も仕方ないというスタンスでしたので、大いに甘えさせてもらいました。

9 月末から行っていたので、10 月 1 日の内定式も欠席でした。会社のスタンスというのは

おそらく業界によって傾向があると思うので、事前に調べておくのがいいのでは。 

 

【メンタル面の変化 】 

 まず、いい意味でも悪い意味でも大雑把になりました。日本人（社会）はやっぱり細か

いことを気にし過ぎだと思います。実は会社に入ってからその点逆カルチャーショックが

若干あったかもしれません。会社にもよると思いますが、仕事は結構細かいところを見ら

れると思います。自分の仕事に大して上から細かい指摘が入るのですが「そんな細かいこ

と気にしても仕方ないのに」と思ってしまうことが多々ありました。 

 いい変化を挙げると、常識なんて場所が変われば変わって当然という気持ちが強くなっ

たので、会社で働く上では不可避の多少理不尽に思えることや不合理なシステムの存在も

あまり気にしないで流せています。よく言えば柔軟になったのかもしれません。先出の細

かい指摘に対しても、「どうでもいいと思うけどまあそういうものならやりますよ」位の

気持ちで対応しています。 

 また、留学前も留学中もとにかく周りの方々に支えられることが多く、自分の無力さを

実感しました。元々、人に頼るくらいなら自分でなんとかするか諦めようとする性格なの

ですが、今回ばかりは自分の力だけでは解決できない問題の連続で途方に暮れるばかりで

した。もちろん諦めようと思ったことだってありました。しかし周囲に助けられているう

ちに、人に頼ってでも成し遂げて、手を貸してくれた人に、助けてやってよかったと思っ
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てもらえるよう努力しようと思うようになりました。自分は多くの人に支えられているの

だから、もっと謙虚さと感謝の気持ちを持とうと思いました。 

 残念ながらまだ日常の言動に十分反映されているとは言い難いのですが、これから精進

していくつもりです。遠足は帰るまでが遠足ですが、留学は帰ってからも続くのではない

かと思っています。 

 

 

【ポーランドへの印象】 

 大雑把なシステムと温かい人たち、というのがポーランドで 4ヶ月過ごした印象です。 

 大学もお役所も手続きについて曖昧なところがあり、大変でした。しかし何か困ったこ

とが起こるたびに担当の方や、場合によっては近くにいた方々が助けてくれて乗り切れま

した。 

 とにかく全体的に、いい意味でも悪い意味でも大雑把です。例えば、滞在許可を取ると

きに、最初要らないと言われていた書類をあとからやっぱり必要だと言われたことがあり

ました。しかしまあそこで不満を言っていても仕方ないと思い締め切りを尋ねたところ、

「いつまでに出せる？待つよ」とのこと。これは一例ですがこういうことが他にも何度か

ありました。 

 

■留学を考える人へメッセージ  

 留学をするためには、自分の気持ちや努力はもちろん、環境も大事です。ヨーロッパの

学生が気軽に EU 内に留学するのは、彼らが簡単に留学できる環境にいるからです。私も、

周囲のゼミ生に留学経験者が多く、先生が海外に詳しいという環境だったからこそ多少無

理を押してでも留学するという決断ができました。 

 そういうわけで（？）、留学を考えている皆さんにはできるだけ多くの先輩の話を聞く

ことをおすすめします。そうでなくても、例えば留学経験者や留学希望者等と交流を持っ

ておくというのは確実にプラスになるはずです。 

 最後に。準備は早くから！とにかくもっと早くから丹念に準備しておけばというのが最

大の後悔です。留学期間は同じでも、事前の準備が綿密であるほど、留学後に濃密な時間

が過ごせるはずです。 

 

2014年 12月 20日 

松山鈴菜 

sykque@outlook.com 

（何か質問等あれば、個人的なコンタクトも歓迎します。） 

 

mailto:sykque@outlook.com
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《留学アンケート》  

1 おすすめの観光スポット 

• 「Museum of Zdzisław Beksińki in the City Art」「Gallery in Częstochowa Sanok 

History Museum 」 

◦ ベクシンスキーの作品がある美術館を 2つご紹介。Częstochowa と Sanokという

小さな町にあります。量は Sanok の方が多いですが Częstochowa の方が目に優

しい（あまりグロテスクではない）綺麗な作品が多い感じがしました。 マチエ

ールに特徴のある画家ではありませんが、意外と実物に迫力がありました。予

想以上に色彩が繊細であるのがよくわかります。 

• Ogrodzieniec Castle：クラクフ近郊にある古城。遺跡の見学や展示など。そして岩

に登れます。日本なら絶対危険だから入らないでくださいとロープで囲われている

はず。でもそんなロープはないし当然のようにみんな登る。遠慮せず登る。登らな

い人は下から手を振る。登ったところで記念撮影。軽装でも登れる程度ですのでお

手軽にクライミング気分を。山からはとてもいい眺めを楽しめます！ 

 

 

 2 マナーやタブー 

• 宗教：カトリック国ですが、そこまで宗教的に厳しい印象は受けませんでした。  

• 買い物：買い物の時ですが、日本のようにお客さんだけやたら偉そうということは

あまりありません。 店員さんの方が態度悪いくらいのときもありました。 小さい

お店だと、入るときと出るときに挨拶（もちろんポーランド語で！）した方がいい

と思います。 

• チップ：大抵不要。一度ちょっとお高めの所で払った記憶があります。 

 

図 3: Ogrodzieniec Castleにある岩山からの眺め 
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• 煙草：全体的に喫煙率が高いようです。歩きタバコは当たり前で街中のゴミ箱には

灰皿も付いています。しかしそれでもポイ捨てはとても多い。お酒が出る場所での

喫煙も当然という感じなので苦手な方は注意。（2014年時点。そのうち最近の反煙

草風潮に飲み込まれていくかもわかりません。それと電子タバコを吸っている人も

多かったのでそちらが勢いを増す可能性も？）  

 

3 持っていってよかったもの 

• 日本の食材。特に「ほんだし」・「七味唐辛子」・「山椒」の 3 つは、軽くてかさ

ばらず、その上簡単に日本感を味わえるのでお勧めです。  

• （番外編）持っていけばよかったもの：服。物価が安いから向こうで色々買えばい

いと思いあまり持って行きませんでした。しかし食料品等に比べると若干高め。そ

れに安いものは質も悪い。ユニクロのように安くて質もそこそこ、デザインはベー

シック、というものは見当たりませんでした。  

 

4 留学前の必見本 or ウェブサイト  

• 「Quo Vadis」（http://terry75014.blog85.fc2.com/）：ポーランドに限らず、留

学・海外旅行前に必見。  

• 『地球の歩き方』：多分行く人はみんな買うと思いますが念のため。ポーランドは

情報が少ないので、地球の歩き方情報も貴重です。 

•  （番外編）「jakdojade.pl」（http://jakdojade.pl/Welcome.jsp?locale=en）：

留学前ではないのですが、留学後に絶対必要です！バスやトラムの乗換検索サイト。

英語対応。 

 

【おまけ・写真集】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://jakdojade.pl/Welcome.jsp?locale=en
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図 4: Erasmus の企画で近所の小学校へ。「世界のクリスマス」というような内

容でした。「日本ではクリスマスにケンタッキーを食べるんだって？マジで？！」

というようなことを聞かれて、何でそんなこと知ってるんだと思いましたが、ど

こか英語サイトで拾ってきた話のようでした。そんな変なんですね…。 
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図 5: カトリック教会ですが、装飾に東方正教会の影響を強く感じます。 
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図 6: ミニバス。日本ではこのサイズのバスを見ないので珍しくて撮ってしまった。 

図 7: 至る所に教会。 
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図 8: 校舎内のカフェテリア。すだれが掛かっているのに驚いたのですが、留学生仲間（ドイツ人）のクリストファー

いわく「そう珍しくもない」とのこと。 


